
千鳥苑未来構想

地域共生社会の実現へ

めざすまちの姿

建物を残すのではない。

人と地域のつながりを
未来へ残す。
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『千鳥苑未来構想』は、「ケアと共生」のまちづくりを
具体化し、古賀市がめざす地域共生社会の実現に
向けた政策提言である。

「ケアと共生のまち」づくり

古賀市版

地域共生型複合福祉施設構想への政策提言



基本理念 「ケアと共生」のまちづくり

■誰もが安心して暮らせる地域へ
保健・医療・福祉・教育・地域活動が連携
誰一人取り残されない地域社会
支え合い、学び合い、共に生きる地域

■千鳥苑が担う役割
健康づくり 温浴
地域交流 生きがいづくり
多世代交流

基本理念
建物を未来へ残すのではない。

人と人とのつながりを未来へ残
す。

『千鳥苑未来構想』は

「ケアと共生」のまちづくりを
具体化し、
地域共生社会の実現を目指す。



第２章 なぜ今、千鳥苑の再生が必要なのか

総人口：58,957人
65歳以上：17,194人（約29.2%）
前期高齢者：7,722人
後期高齢者：9,472人

千鳥苑
年間利用者数：43,887人
貸室利用：ほぼ満室
しゃんしゃん事業：第2地域包括支援センターと連携し盛況

結論：千鳥苑は老朽施設ではなく、地域福祉の重要拠点

高齢化
↓
健康づくり
↓
介護予防
↓
地域交流
↓
地域共生社会

古賀市



















未来への投資
～「ケアと共生」のまちづくりが育む新しい価値～











未来への想い
私が「ケアと共生」のまちづくりに取り組もうと決意
したのには、一つの忘れられない出来事があります。

古賀市を離れた教育関係者の方から、『千鳥地区に、
これほど保健・医療・福祉・教育の機能が集まってい
る地域は貴重であり、古賀市のシンボルとして育てる
べきだ』という言葉をいただきました。

その言葉が、この政策提言の原点です。

この提案は建物を残すためではありません。古賀市の
財産を未来へつなぎ、「ケアと共生」のまちづくりを
次の世代へ引き継ぐための提案です。

建物を未来へ残すのではない。 人と地域のつながりを未来へ残す。

― この提案に託した私の原点 ―

古賀市議会議員 森本義征
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